
は
じ
め
に

馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
は
、
大
正
四
年
三
月
二
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院

選
挙
に
立
候
補
す
る
。
こ
の
選
挙
は
、
文
化
人
が
初
め
て
多
数
立
候
補
し
た
選
挙

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

孤
蝶
と
寛
に
と
っ
て
、
こ
の
立
候
補
は
思
想
・
言
論
の
自
由
を
求
め
る
闘
い
で

あ
り
、
そ
の
動
機
の
根
底
に
明
治
四
四
年
一
月
に
処
刑
が
行
わ
れ
た
大
逆
事
件
へ

の
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
以
前
拙
論
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
孤
蝶

応
援
の
た
め
、
総
勢
八
一
名
が
執
筆
し
た
『
孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代

文
集
』
（
大
四
・
三
・
一
二
、
実
業
之
世
界
社
、
以
下
『
現
代
文
集
』）
の
発
刊
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
夏
目
漱
石
を
筆
頭
に
大
勢
の
文
学
者
た
ち
が
結
集
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

（
１
）

『
現
代
文
集
』
を
出
版
し
た
実
業
之
世
界
社
の
経
営
者
野
依
秀
一
は
、
こ
の
本

の
最
後
、
「
『
現
代
文
集
』
の
発
行
に
就
い
て
」
に
、
「
二
月
十
二
日
の
夜
十
一
時

半
頃
、
一
月
末
迄
『
実
業
之
世
界
』
記
者
で
あ
つ
た
安
成
貞
雄
氏
が
、
社
の
三
階

に
寝
泊
り
し
て
居
る
僕
を
訪
ね
て
来
た
。（
略
）
『
愈
々
馬
場
孤
蝶
先
生
を
推
し
立

て
る
事
に
な
つ
た
。
今
日
、
先
生
の
宅
で
、
生
田
長
江
、
森
田
草
平
其
他
の
諸
君

に
集
つ
て
貰
つ
て
相
談
を
取
り
極
め
た
。」
と
、
記
し
て
い
る
。

そ
の
二
日
後
、
二
月
一
四
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、
「
孤
蝶
氏
立
候
補

確
定
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

予
て
立
候
補
を
伝
へ
ら
れ
た
る
馬
場
孤
蝶
氏
は
十
二
日
自
宅
に
於
て
生
田
長

江
、
森
田
草
平
、
与
謝
野
寛
、
徳
田
秋
江
、
安
成
貞
雄
の
諸
氏
と
相
談
会
を

開
き
成
案
立
ち
た
る
を
以
て
、
愈
模
範
選
挙
の
名
の
下
に
東
京
市
よ
り
名
乗

を
挙
ぐ
る
事
と
な
れ
り
、
運
動
方
法
は
絶
対
的
に
演
説
と
刷
物
配
布
に
依
り

又
運
動
費
は
氏
の
同
情
者
た
る
文
壇
の
人
四
十
余
名
が
新
た
に
執
筆
し
て

『
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
文
集
』
を
発
刊
し
又
孤
蝶
氏
の
旧
稿
を
刊
行
す

る
の
外
雑
誌
『
反
響
』
を
以
て
其
機
関
誌
に
当
つ
る
筈
な
り
と

孤
蝶
を
候
補
と
し
て
押
し
出
し
た
の
は
、
安
成
貞
雄
、
生
田
長
江
、
森
田
草
平
、

徳
田
（
近
松
）
秋
江
と
い
っ
た
人
々
で
あ
り
、
与
謝
野
寛
も
加
わ
っ
て
い
た
。
安

成
貞
雄
は
、
大
逆
事
件
の
際
、
管
野
ス
ガ
の
遺
体
を
引
き
取
っ
て
い
る
こ
と
を
付

け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
彼
等
が
集
う
『
反
響
』
が
、
孤
蝶
立
候
補
の
機
関

誌
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
反
響
』
は
、
漱
石
門
下
の
生
田
長
江
・
森
田
草
平
が
主
宰
し
、
堺
利
彦
な
ど

の
社
会
主
義
者
も
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正
四
年
一
月
二
三
日
の
『
萬
朝

報
』
に
は
、
「
衆
議
院
議
員
候
補
に
推
薦
す

孤
蝶
馬
場
勝
彌
君

東
京
社
会
主

義
者
有
志
」
と
い
う
三
行
広
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

馬
場
孤
蝶
・
与
謝
野
寛
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
雑
誌
『
第
三
帝
国
』

― 

思
想
・
言
論
の
自
由
を
求
め
る
共
闘 

―

塚
　
本
　
章
　
子
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孤
蝶
の
立
候
補
は
、『
反
響
』を
一
つ
の
基
盤
と
し
な
が
ら
、
文
壇
の
「
殆
ど
全
部
」

（
２
）

と
も
言
え
る
支
持
を
受
け
、
さ
ら
に
社
会
主
義
者
た
ち
の
推
薦
を
も
受
け
た
も
の

で
あ
っ
た
。

松
尾
尊
兊
氏
は
、
堺
利
彦
が
自
ら
立
候
補
す
る
前
に
出
馬
さ
せ
た
と
い
う
こ
と

（
３
）

か
ら
、
こ
の
孤
蝶
の
立
候
補
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
反
響
』
グ
ル
ー
プ

が
孤
蝶
を
担
ぎ
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
会
主
義
者
た
ち
の
推
薦
、
『
現

代
文
集
』
に
寄
稿
し
た
漱
石
の
支
持
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
孤
蝶
や
寛
の
立
候
補
を
応
援
す
る
勢
力
と
し
て
、

他
に
も
、
思
想
界
の
あ
る
一
派
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
孤
蝶
、
寛
と
と
も
に
、
同
じ
く
文
化
人
の
一
人

と
し
て
こ
の
選
挙
に
立
候
補
し
た
茅
原
華
山
が
主
盟
の
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
で
あ

る
。
こ
の
雑
誌
は
、
当
時
多
く
の
青
年
た
ち
に
支
持
さ
れ
、
「
民
本
主
義
の
歴
史

（
４
）

に
と
っ
て
み
の
が
す
こ
と
の
で
き
ぬ
役
割
を
果
た
し
た
」
雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
号

（
５
）

か
ら
個
人
の
尊
重
が
主
張
さ
れ
、
思
想
・
言
論
の
自
由
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
孤
蝶
、
与
謝
野
晶
子
、
そ
の
他
多
く
の
文
学
者
た
ち
が
寄
稿
し
て
い
る
。

『
第
三
帝
国
』
に
は
、
孤
蝶
や
寛
の
立
候
補
を
応
援
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
彼
等
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
想
・
言
論
の
自
由
を
実
現

さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
第
三
帝
国
』
で
の
、
孤
蝶
及
び
寛
の
立
候
補
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た

文
章
を
捉
え
、
さ
ら
に
、
彼
等
と
『
第
三
帝
国
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
し
て
、
孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」（
『
反
響
』
第
二
巻
三
号
、
大
四
・
三
・
一
）

と
『
第
三
帝
国
』
の
主
張
と
の
接
点
を
検
証
す
る
。

大
逆
事
件
以
降
大
正
の
は
じ
め
、
文
学
界
、
思
想
界
に
お
い
て
、
人
々
は
決
し

て
沈
黙
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
大
逆
事
件
と
そ
れ
以
降
の
状
況
に
危
機
を
感
じ
、

国
家
権
力
の
増
大
に
抵
抗
し
、
個
人
主
義
、
人
権
の
尊
重
、
思
想
・
言
論
の
自
由

を
求
め
て
「
闘
う
大
正
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一

『
第
三
帝
国
』
に
は
、
孤
蝶
や
寛
の
立
候
補
を
後
押
し
す
る
論
調
が
見
ら
れ
る
。

少
し
辿
る
。

孤
蝶
立
候
補
の
可
能
性
は
、
一
月
に
入
っ
た
頃
か
ら
す
で
に
新
聞
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
。『
読
売
新
聞
』（
大
四
・
一
・
三
）「
変
つ
た
候
補
者
（
一
）
」
に
は
、
次

の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。

今
度
の
総
選
挙
に
は
大
分
変
つ
た
顔
触
れ
が
数
へ
ら
れ
て
居
る
、
曰
く
馬
場

孤
蝶
、
（
略
）
氏
の
曰
く
「
イ
ヤ
別
に
決
定
し
た
訳
で
は
無
い
、
何
時
の
頃

か
生
田
長
江
君
が
や
つ
て
来
て
ど
う
だ
代
議
士
に
な
ら
な
い
か
、
俺
れ
が
参

謀
長
に
な
つ
て
活
動
す
る
、
（
略
）
又
徳
田
秋
江
君
が
や
つ
て
来
て
、
俺
れ

は
真
面
目
に
君
の
政
界
に
入
ら
ん
事
を
希
望
す
る
な
ど
ゝ
持
ち
上
げ
ら
れ
た

が
、
御
承
知
の
如
く
自
分
は
何
等
の
資
産
も
無
い
貧
乏
者
だ

一
切
諸
君
の
方
で
持
つ
て
呉
れ
ゝ
ば
や
つ
て
も
好
い
と
答
へ
た
ら
、

こ
の
よ
う
に
、
孤
蝶
も
前
向
き
な
返
答
を
し
て
い
る
。

『
第
三
帝
国
』
第
二
九
号
（
大
四
・
一
・
一
五
）
、「
一
月
三
日
朝
」
と
記
さ
れ

た
、
松
崎
天
民
「
人
間
世
間
」
「
代
議
士
馬
場
孤
蝶
」
に
は
、
右
の
記
事
を
受
け

て
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
６
）

今
朝
の
新
聞
紙
は
、
衆
議
院
候
補
者
と
し
て
、
馬
場
孤
蝶
と
尾
竹
竹
坡
の
名

を
報
じ
た
。
文
士
と
画
家
が
代
議
士
に
な
る
、
何
だ
か
皮
肉
な
様
な
。
諷
刺

の
様
な
。
揶
揄
す
る
様
な
。
一
種
の
滑
稽
味
を
感
ず
る
。
同
時
に
、
立
候
補
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だ
け
で
は
不
可
い
、
ほ
ん
と
に
代
議
士
と
為
ら
ね
ば
い
け
な
い
、
「
衆
議
院

議
員
馬
場
孤
蝶
」
の
名
刺
を
見
た
り
「
代
議
士
尾
竹
竹
坡
」
の
名
刺
を
見
る

様
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
ウ
ソ
だ
と
云
ふ
様
な
、
本
真
剣
な
気
持
が
せ
ぬ
で
も

な
い
。（
略
）
馬
場
孤
蝶
も
出
る
が
宜
い
、
尾
竹
竹
坡
も
出
る
が
宜
い
、（
略
）

世
間
が
面
白
く
な
つ
て
来
さ
う
だ
哩
。

松
崎
天
民
は
、
驚
き
つ
つ
も
、
孤
蝶
に
好
意
的
な
反
応
を
示
し
て
い
る
。

大
正
四
年
二
月
五
日
の
『
第
三
帝
国
』
第
三
一
号
に
は
、
鈴
木
正
吾
が
「
稀
れ

に
見
る
盛
会
」
と
題
し
て
、
一
月
三
〇
日
、
神
田
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
、
『
第

三
帝
国
』
の
発
行
所
、
益
進
会
主
催
の
政
治
大
演
説
会
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

馬
場
孤
蝶
氏
壇
に
立
て
ば
、
兄
貴
よ
り
偉
く
な
れ
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
、
『
裁

判
に
関
す
る
感
想
』
を
述
べ
て
青
年
の
奮
起
を
促
が
し
た
。
内
容
空
虚
な
政

談
演
説
ば
か
り
き
ゝ
つ
け
た
僕
は
、
孤
蝶
氏
の
演
説
を
き
い
て
何
だ
か
夢
中

に
此
の
学
者
を
議
会
に
送
り
度
い
や
う
な
気
が
し
た
。

こ
こ
に
も
、
孤
蝶
へ
の
応
援
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
月
に
孤
蝶
の
立
候
補
が
確
定
し
た
後
、
文
士
の
立
候
補
に
対
し
て
賛

否
が
分
か
れ
否
定
的
な
意
見
も
表
れ
る
。
例
え
ば
三
宅
雪
嶺
は
、
『
東
京
朝
日
新

聞
』（
大
四
・
二
・
一
五
）「
文
士
立
候
補
の
可
否
」で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
７
）

然
し
今
度
立
候
補
を
伝
へ
ら
れ
た
樋
口
龍
峡
や
ら
馬
場
孤
蝶
、
与
謝
野
寛
等

の
人
達
が
何
と
な
く
一
種
の
滑
稽
味
を
以
て
見
ら
れ
て
居
る
の
は
奈
何
な
次

第
で
あ
ら
う
、
（
略
）
然
る
に
以
上
の
人
達
が
今
日
の
一
般
世
間
か
ら
滑
稽

化
し
て
見
ら
れ
る
と
云
ふ
の
は
何
う
も
代
議
士
と
し
て
の
腕
が
有
さ
う
に
も

な
く
思
は
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
（
略
）
然
し
代
議
士
と
云
ふ
も
の
に
な

ら
ね
ば
自
己
平
常
の
主
義
な
り
理
想
な
り
を
行
ふ
事
が
出
来
ぬ
と
あ
つ
て
は

些
か
心
細
い
次
第
と
思
ふ
、
そ
れ
を
行
ふ
と
云
ふ
自
信
さ
へ
あ
る
な
ら
ば
必

ず
し
も
代
議
士
に
為
ら
ず
と
も
出
来
さ
う
な
も
の
だ
と
思
ふ
、

こ
う
い
っ
た
批
判
的
な
論
調
に
対
し
て
、
『
第
三
帝
国
』
に
は
反
対
意
見
が
表

明
さ
れ
る
。
第
三
三
号
（
大
四
・
二
・
二
五
）
に
二
つ
の
記
事
が
あ
る
。
ま
ず
、

中
村
孤
月
「
感
想
の
一
」
を
見
る
。

馬
場
孤
蝶
氏
が
代
議
士
の
候
補
に
立
つ
と
、
直
ぐ
文
士
が
何
う
と
か
言
ふ
。

日
本
の
み
で
は
な
い
が
、
社
会
は
其
人
々
の
個
性
を
認
め
て
、
一
個
の
人
と

し
て
考
へ
な
い
で
、
或
る
職
業
に
よ
つ
て
区
分
せ
ら
れ
る
其
分
派
の
一
人
と

し
て
見
る
こ
と
を
止
め
な
い
。

人
間
が
本
位
で
は
な
い
。
職
業
が
主
な
も
の
ゝ
如
に
思
ふ
。
ま
だ
真
に
人

と
云
ふ
こ
と
が
解
せ
ら
れ
て
居
な
い
社
会
で
あ
る
。

次
に
、
松
本
悟
朗
「
社
会
評
論
」「
文
士
の
立
候
補
」
を
見
る
。

此
度
の
総
選
挙
に
就
い
て
、
馬
場
孤
蝶
氏
と
か
、
与
謝
野
寛
氏
と
か
、
坂

本
紅
蓮
洞
氏
と
か
い
ふ
や
う
な
、
所
謂
文
士
達
が
逐
鹿
場
裡
に
打
つ
て
出
る

と
い
ふ
こ
と
に
対
し
て
、
世
間
に
は
い
ろ

く
の
批
評
が
あ
る
や
う
だ
。

（
略
）
況
し
て
文
学
者
と
か
芸
術
家
と
か
い
ふ
や
う
な
国
民
の
最
も
進
ん
だ

一
面
を
形
作
つ
て
居
る
階
級
が
、
政
治
界
か
ら
仲
間
外
づ
れ
に
な
る
と
い
ふ

や
う
な
事
は
甚
だ
面
白
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
と
も
に
文
学
者
の
立
候
補
に
意
義
を
見
出
し
、
孤
蝶
や
寛

を
応
援
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
選
挙
当
日
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
更

に
た
ど
る
。

三
月
五
日
、
中
村
孤
月
は
、
『
第
三
帝
国
』
第
三
四
号
の
「
相
馬
御
風
遂
に
馬

脚
を
露
は
す
」
で
、『
読
売
新
聞
』（
大
四
・
二
・
二
六
）
に
書
か
れ
た
相
馬
御
風

「
新
思
想
家
の
選
挙
運
動
を
排
す
」
に
反
論
す
る
。

− 29 −

馬場孤蝶・与謝野寛の衆議院選挙立候補と雑誌『第三帝国』



相
馬
御
風
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

曰
く
馬
場
孤
蝶
氏
、
曰
く
与
謝
野
寛
氏
、
曰
く
小
山
東
助
氏
、
曰
く
茅
原

華
山
氏
、
曰
く
尾
竹
竹
坡
氏
、
（
略
）
従
来
主
と
し
て
思
想
家
乃
至
文
芸
家

と
し
て
知
ら
れ
て
来
た
人
々
で
あ
つ
て
、
今
度
の
総
選
挙
を
機
と
し
て
政
治

界
へ
打
つ
て
出
や
う
と
し
て
居
る
人
が
少
か
ら
ず
あ
る
や
う
で
あ
り
、
且
そ

れ
を
非
常
な
大
事
件
の
や
う
に
し
て
ワ
イ

く
云
つ
て
居
る
新
聞
や
雑
誌
の

記
者
も
あ
り
、（
略
）
吾
々
は
こ
れ
位
馬
鹿
々
々
し
い
、
く
だ
ら
な
い
事
は
、

近
年
に
な
か
つ
た
や
う
に
し
か
思
は
れ
な
い
。
（
略
）
吾
々
は
今
の
文
芸
界

か
ら
二
人
や
三
人
の
代
議
士
を
出
す
ぐ
ら
ゐ
の
事
を
、
結
構
な
事
と
も
喜
ぶ

べ
き
事
と
も
思
は
ぬ
。
（
略
）
思
想
界
や
学
界
か
ら
代
議
士
の
候
補
者
が
二

十
人
か
三
十
人
出
た
か
ら
と
て
、
そ
ん
な
事
は
少
し
も
日
本
の
思
想
界
が
社

会
的
に
進
歩
し
て
来
た
証
拠
な
ど
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
孤
蝶
等
の
立
候
補
を
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
孤
月
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
の
で
あ
る
。

曰
く
馬
場
孤
蝶
氏
、
曰
く
与
謝
野
寛
氏
、
曰
く
、
小
山
東
助
氏
、
曰
く
茅

原
華
山
氏
、
曰
く
尾
竹
竹
坡
氏
と
少
く
と
も
五
人
の
異
つ
て
居
る
人
間
を
一

列
に
上
げ
て
、
其
各
人
の
有
つ
て
居
る
個
性
を
軽
視
し
て
、
其
人
々
の
間
の

差
別
を
認
め
な
い
の
は
何
た
る
こ
と
だ
。
（
略
）
君
は
二
人
や
三
人
の
代
議

士
と
か
十
人
や
二
十
人
を
出
す
位
の
こ
と
ゝ
か
言
つ
て
居
る
が
君
は
今
の
政

治
社
会
を
殆
ん
ど
解
し
て
居
な
い
。

二
人
や
三
人
で
な
く
、
唯
だ
一
人
で
も
其
人
が
真
に
吾
々
の
為
め
に
尽
く

し
て
く
れ
ゝ
ば
、
其
為
め
に
著
作
権
問
題
な
り
、
発
売
禁
止
問
題
な
り
、
一

日
も
早
く
我
々
の
欲
す
る
所
に
近
く
な
る
の
だ
。

こ
の
「
一
人
で
も
其
人
が
真
に
吾
々
の
為
め
に
尽
く
し
て
く
れ
ゝ
ば
」
、「
著
作

権
問
題
な
り
、
発
売
禁
止
問
題
な
り
、
一
日
も
早
く
我
々
の
欲
す
る
所
に
近
く
な

る
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
に
は
、『
第
三
帝
国
』
が
孤
蝶
を
応
援
し
た
一
つ
の
大
き

な
理
由
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
自
身
、
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
『
読
売
新
聞
』（
大
四
・
一
・
三
）
「
変
つ
た
候

補
者
（
一
）」
の
後
半
部
分
で
、
記
者
に
対
し
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

予
算
も
鉄
道
も
勿
論
大
切
で
あ
る
然
し
文
学
も
決
し
て
等
閑
に
附
す
事
は

出
来
な
い
の
で
あ
る
、
先
日
も
友
人
と
一
緒
に
笑
つ
た
の
だ
が
、
内
務
省
の

検
閲
係
が
「
昆
虫
社
会
」
と
云
ふ
雑
誌
を
検
閲
し
て
、
そ
の
社
会
の
文
字
が

不
遜
だ
と
云
ふ
の
で
朱
線
を
附
し
て
上
官
の
許
へ
廻
附
し
た
と
云
ふ
話
し
が

あ
る
、
社
会
の
文
字
が
何
で
不
遜
か
、
彼
れ
等
は
社
会
と
云
ふ
字
は
社
会
主

義
の
意
味
に
の
み
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
と
思
つ
て
居
る

斯
る
迂
愚
浅
識
の
徒
輩
に
文
学
を
取
り
締
ら
れ
て
ど
う
す
る
積
り
か
、
自

分
は
是
非
此
の
方
面
か
ら
一
つ
更
め
て
行
き
度
い
希
望
を
有
し
て
居
る
、
又

自
分
は
今
度
の
増
師
問
題
な
ど
に
就
て
も
国
民
は
常
に
反
対
す
べ
き
で
あ
る

と
云
ふ
意
見
を
有
つ
て
居
る
、

孤
蝶
に
と
っ
て
、
文
学
に
対
す
る
取
締
り
は
、
立
候
補
の
理
由
と
し
て
最
も
重

要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
三
月
二
〇
日
の
『
第
三
帝
国
』
第
三
五
号
、
淺
海
蠻
塊
「
大
馬
鹿
者
華

山
を
推
す
」
を
見
る
。

黒
人
を
社
会
の
各
方
面
か
ら
駆
逐
し
て
失
へ
。
さ
う
す
れ
ば
社
会
は
危
な
つ

か
し
い
も
の
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
代
り
に
今
些
し
活
々
し
た
真
剣
な
も
の
に

な
る
の
だ
。
此
意
味
に
於
て
ぼ
く
は
華
山
氏
の
当
選
を
渇
望
し
て
止
ま
ぬ
。

文
士
だ
の
画
家
だ
の
が
候
補
に
立
つ
た
こ
と
を
兎
角
、
野
次
半
分
に
見
た

が
る
奴
等
が
多
い
や
う
だ
。
（
略
）
馬
場
氏
や
、
与
謝
野
氏
や
そ
の
他
の
面
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々
は
代
議
士
と
し
て
、
些
く
と
も
中
流
以
上
に
行
け
る
。
只
戦
さ
へ
真
剣
で

熱
烈
で
あ
れ
ば
好
い
。

そ
れ
で
も
動
か
ぬ
国
民
は
国
民
が
馬
鹿
だ
。

こ
こ
で
も
、
華
山
に
加
え
て
孤
蝶
・
寛
を
応
援
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。

『
第
三
帝
国
』
は
、
主
盟
で
あ
る
華
山
と
と
も
に
、
孤
蝶
や
寛
を
応
援
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
孤
月
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
孤
蝶
自
身
が
第
一
に
挙

げ
て
い
る
よ
う
に
、
発
禁
問
題
へ
の
危
機
感
や
、
思
想
・
言
論
の
自
由
を
求
め
る

思
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二

孤
蝶
は
、
立
候
補
以
前
か
ら
し
ば
し
ば
『
第
三
帝
国
』
に
寄
稿
し
、
ま
た
前
章

に
挙
げ
た
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
益
進
会
の
講
演
会
で
演
説
す
る
な
ど
、
両
者

は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
『
第
三
帝
国
』
で
、
孤
蝶
は
思
想
・
言
論
の
自

由
を
し
ば
し
ば
訴
え
て
い
る
。
以
下
に
見
る
こ
と
と
す
る
。

大
正
三
年
二
月
一
日
、
『
第
三
帝
国
』
第
五
号
に
「
疑
問
」
と
題
さ
れ
た
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

斯
く

く
の
方
法
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
救
は
れ
る
に
違
ひ
無
い
と
い
ふ
説

を
、
吾
々
は
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
然
し
、
政
府
及
び
、
所
謂
る
世
の
有
識
者

な
る
も
の
は
、
さ
う
い
ふ
説
を
、
頭
か
ら
、
危
険
思
想
だ
と
か
、
革
命
思
想

だ
と
か
、
云
つ
て
、
斥
け
て
了
ま
う
。

然
し
、
今
の
状
態
を
救
は
う
と
い
ふ
、
一
切
の
努
力
、
一
切
の
考
案
が
、

皆
間
違
つ
て
居
る
と
い
ふ
の
な
ら
、
そ
の
他
に
明
か
な
名
案
を
提
出
し
て
貰

ら
へ
る
も
の
か
。
或
は
、
こ
の
状
態
は
何
う
し
て
も
救
へ
無
い
の
だ
か
ら
、

諦
め
ろ
と
い
ふ
確
乎
た
る
説
明
を
為
て
貰
ら
へ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
吾
々

は
納
得
し
得
ら
れ
無
い
。

孤
蝶
は
、
社
会
主
義
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
年
五
月
一
日
、『
第
三
帝
国
』
第
一
〇
号
で
は
、「
大
隈
内
閣
に
望
む
」

と
い
う
記
事
の
な
か
で
、
「
青
年
の
時
代
を
待
た
ん
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

次
に
は
所
謂
時
事
を
論
ず
る
定
期
刊
行
物
か
ら
保
証
金
を
取
る
事
は
止
め

て
貰
ひ
た
い
。
僅
か
の
金
で
は
あ
る
が
間
接
に
言
論
発
達
の
進
歩
を
妨
げ
る

事
が
な
い
と
は
言
へ
ぬ
。
（
略
）
次
に
我
々
筆
で
立
つ
て
居
る
者
に
直
接
か

ゝ
つ
て
来
る
事
は
発
売
禁
止
で
あ
る
。
私
は
理
想
を
い
ふ
と
発
売
禁
止
な
ど

は
全
然
や
ら
ぬ
方
が
良
い
と
思
ふ
。
（
略
）
一
体
発
売
禁
止
が
今
日
の
無
知

な
無
理
解
な
役
人
共
の
手
加
減
で
行
は
れ
る
な
ど
は
実
に
寒
心
の
至
り
で
あ

る
。
彼
等
は
今
日
の
若
い
人
達
の
理
想
と
か
生
活
と
か
い
ふ
も
の
を
全
く
解

し
得
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
彼
等
が
発
売
禁
止
を
や
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ら
ず

文
明
の
進
歩
を
妨
げ
る
や
う
な
有
害
な
禁
止
を
や
る
に
決
つ
て
居
る
。（
略
）

そ
れ
か
ら
国
防
の
問
題
だ
が
、私
は
軍
備
縮
小
を
や
つ
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。

孤
蝶
は
、
定
期
刊
行
物
か
ら
保
証
金
を
取
る
制
度
、
即
ち
新
聞
紙
法
の
条
項
や
、

（
８
）

発
売
禁
止
処
分
な
ど
、
言
論
の
自
由
を
妨
げ
る
仕
組
み
を
批
判
し
、
続
け
て
軍
縮

も
訴
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
年
九
月
一
六
日
、『
第
三
帝
国
』
第
一
九
号
「
病
床
漫
話
」
で
は
、

第
一
に
先
づ
国
民
の
自
由
を
重
ん
ず
る
考
、
殊
に
思
想
や
言
論
の
自
由
を
重

ん
ず
る
考
が
、
少
し
も
増
し
て
居
な
い
。
（
略
）
大
抵
の
新
し
い
思
想
は
、

皆
ん
な
所
謂
危
険
思
想
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
略
）
一
種
の
逆
賊
で

あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
（
略
）
少
し
く
毛
色
の
変
つ
た
思
想
を
見
る
と
、
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よ
く
査
べ
も
し
な
い
で
、
勝
手
に
危
険
思
想
な
ど
と
い
ふ
名
を
付
け
て
圧
迫

を
加
へ
る
の
は
、
甚
だ
宜
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
略
）
政
府
が
危
険
思

想
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
危
険
思
想
と
名
づ
け
て
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
孤
蝶
の
言
葉
に
は
、
大
逆
事
件
へ
の
激
し
い
反
発
が
伺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孤
蝶
は
『
第
三
帝
国
』
に
思
想
・
言
論
の
自
由
を
訴
え
る
文
章

を
寄
稿
し
続
け
て
い
る
。
第
四
章
で
述
べ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
に
、
孤
蝶
と
『
第

三
帝
国
』
と
の
接
近
の
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
寛
と
『
第
三
帝
国
』
の
関
係
で
あ
る
。

寛
の
文
章
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
晶
子
が
『
第
三
帝
国
』
に
掲
載
し
た
文
章
が

あ
る
。
ま
ず
、
大
正
三
年
七
月
一
日
、
第
一
四
号
「
感
想
一
扁
」
よ
り
挙
げ
る
。

ち
が
つ
た
素
質
を
持
ち
、
ち
が
つ
た
発
達
を
し
て
行
く
個
人
が
集
ま
つ
て

雑
居
し
て
居
る
の
に
、
其
れ
を
一
人
や
二
人
の
思
想
で
律
し
た
り
、
ま
た
其

等
の
個
人
個
人
の
思
想
の
総
和
と
云
ふ
や
う
な
も
の
を
抽
象
し
て
、
其
れ
を

定
規
に
し
て
個
人
を
批
評
し
た
り
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
（
略
）
現
代

の
人
は
皆
自
己
を
持
つ
て
居
る
。
（
略
）
皆
ま
す
ま
す
真
の
個
人
と
な
ら
う

と
し
て
居
る
。

晶
子
も
こ
の
よ
う
に
個
人
の
尊
重
、
思
想
の
自
由
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
大
正
四
年
三
月
五
日
、
第
三
四
号
に
は
「
華
山
氏
の
立
候
補
を
聞
き
て
」

と
題
し
、「
老
い
た
る
が
新
し
き
人
か
く
ば
か
り
国
を
思
ふ
と
お
ど
ろ
く
を
見
む
」

と
い
う
歌
を
載
せ
て
い
る
。
晶
子
は
寛
の
立
候
補
を
支
え
資
金
集
め
に
奔
走
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
華
山
に
対
し
て
も
応
援
す
る
歌
を
寄
せ
て
い
る
。

間
接
的
で
は
あ
る
が
、
寛
も
『
第
三
帝
国
』
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

三

孤
蝶
、
寛
、
そ
し
て
晶
子
が
接
近
し
た
『
第
三
帝
国
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
主

張
を
持
つ
雑
誌
な
の
か
、
少
し
確
認
し
た
い
。
『
第
三
帝
国
』
は
、
茅
原
華
山
と

石
田
友
治
が
中
心
に
な
っ
て
創
刊
し
、
一
つ
の
先
駆
け
と
し
て
民
本
主
義
を
牽
引

し
た
雑
誌
で
あ
る
。

こ
こ
で
少
し
、
華
山
と
幸
徳
秋
水
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
茅
原

健
氏
に
よ
れ
ば
、
華
山
は
国
民
英
学
会
で
秋
水
と
同
窓
で
、
机
を
並
べ
て
い
た
と

（
９
）

い
う
。
華
山
は
、

幸
徳
秋
水
と
は
頗
る
懇
意
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
お
互
に
漢
詩
を
作
る
為
め

で
あ
つ
た
。
社
会
主
義
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
詩
に
は
大
分
帝
国
主
義
的
の

も
の
が
あ
つ
た
。
幾
度
も
余
の
下
宿
に
遊
び
に
来
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
何
う

し
て
も
説
が
合
は
な
い
。
（
略
）
余
が
渡
米
の
途
上
、
伊
予
丸
の
記
念
帖
に

海
外
漫
遊
に
関
す
る
述
懐
の
七
律
を
書
い
て
置
い
た
。
後
、
幸
徳
が
同
船
に

て
渡
米
す
る
に
際
し
、
余
の
詩
に
次
韻
し
て
、
そ
れ
を
同
じ
記
念
帖
に
書
い

た
さ
う
だ
。
そ
れ
が
今
郵
船
会
社
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
。

と
書
き
残
し
て
い
る
。
政
治
的
立
場
は
異
な
る
が
、
漢
詩
仲
間
と
し
て
深
い
親
交

（

１

０

）

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

華
山
も
ま
た
、
大
逆
事
件
で
秋
水
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
衝
撃
の
延
長
上
に
『
第
三
帝
国
』
創
刊
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も

出
来
る
の
で
あ
る
。

話
を
戻
す
。
『
第
三
帝
国
』
の
主
な
主
張
と
し
て
、
帝
国
主
義
批
判
、
個
人
主
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義
、
思
想
・
言
論
の
自
由
、
普
通
選
挙
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
正
二
年
一
〇
月
一
〇
日
の
『
第
三
帝
国
』
創
刊
号
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
益
進

会
同
人
「
志
を
述
ぶ
」
を
見
る
と
、
「
『
第
三
帝
国
』
の
名
は
、
ヘ
ン
リ
ツ
ク
、
イ

プ
セ
ン
及
パ
ウ
リ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
の
劇
に
取
れ
り
。
」
、「
第
一
の
帝
国
は
霊

の
帝
国
、
第
二
の
帝
国
は
肉
の
帝
国
、
第
三
の
帝
国
は
霊
肉
一
致
の
帝
国
な
り
と

は
、
是
れ
泰
西
に
於
け
る
先
達
の
理
想
な
り
、
」
と
、
そ
の
名
の
由
来
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

吾
人
は
明
に
白
す
、
吾
人
は
「
大
日
本
主
義
」
に
あ
ら
ず
、
吾
人
は
実
に

「
小
日
本
主
義
」
を
把
持
す
る
も
の
な
り
、
故
に
吾
人
は
帝
国
主
義
に
反
対

す
、
故
に
吾
人
は
個
性
中
心
主
義
を
主
張
す
。
（
略
）
吾
人
は
乃
ち
此
に
生

の
飛
躍
を
試
み
、
国
家
の
旧
組
織
を
打
破
し
て
、
更
に
新
な
る
第
三
帝
国
を

創
造
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
、
（
略
）
第
三
帝
国
は
日
本
人
の
生
命
力
が

飛
躍
活
動
し
て
、
個
性
の
価
値
と
権
威
と
を
樹
立
扶
殖
し
た
る
結
果
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
、
故
に
吾
人
は
国
家
そ
れ
自
ら
を
始
め
国
家
の
各
機
関
を
生
活

化
せ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
ら
ん
と
欲
す
。

こ
の
よ
う
に
『
第
三
帝
国
』
は
、
帝
国
主
義
へ
の
批
判
か
ら
「
小
日
本
主
義
」

を
提
唱
し
、「
個
性
中
心
主
義
」
を
主
張
し
「
個
性
の
価
値
と
権
威
を
樹
立
扶
殖
」

す
る
こ
と
を
、
理
念
と
し
て
掲
げ
て
出
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
第
三
帝
国
』
は
普
通
選
挙
を
求
め
て
い
る
。
第
二
号
（
大
二
・
一

一
・
一
〇
）
で
は
、
植
原
悦
次
郎
「
普
通
選
挙
論
」
に
、
「
立
憲
政
体
で
あ
る
以

上
、
た
と
へ
そ
れ
が
形
式
的
立
憲
政
体
で
あ
る
と
し
て
も
、
国
民
は
当
然
政
権
に

参
与
し
、
或
は
政
権
を
左
右
す
る
権
利
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
、
」
と
あ
る
。

こ
の
動
き
は
続
き
、
大
正
三
年
一
一
月
二
五
日
第
二
五
号
、
益
進
会
同
人
「
同
志

諸
君
！

普
通
挙
選
運
動
に
就
て
」
で
は
、
「
我
等
が
一
度
檄
を
天
下
に
飛
ば
し

（
マ
マ
）

て
、
普
通
選
挙
制
度
実
現
の
運
動
を
起
さ
ん
こ
と
を
提
議
す
る
や
、
真
面
目
な
る

同
志
は
翕
然
と
し
て
此
大
主
張
の
旗
下
に
馳
せ
参
じ
、
将
に
都
鄙
相
呼
応
、
猛
然

と
し
て
人
間
の
行
進
曲
を
奏
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
帝
国
憲
政
の
為
め
に

慶
賀
至
極
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

孤
蝶
が
立
候
補
に
際
し
て
発
表
し
た
「
立
候
補
の
理
由
」
を
辿
っ
て
み
る
。
ま

ず
、
「
民
族
の
興
隆
は
、
そ
の
民
族
の
原
子
た
る
各
個
人
の
充
実
せ
る
活
動
に
俟

た
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
し
て
、
個
人
を
基
礎
と
す
る
政
治
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
予
等
は
選
挙
権
の
大
拡
張
を
要
求
し
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
と
、

「
国
民
の
大
多
数
」
へ
の
選
挙
権
拡
大
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
右
に

挙
げ
た
よ
う
に
、『
第
三
帝
国
』
の
主
張
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

続
け
て
孤
蝶
は
、
帝
国
主
義
批
判
を
交
え
つ
つ
、
軍
備
縮
小
と
兵
役
短
縮
及
び

二
個
師
団
増
設
反
対
を
述
べ
、
人
民
の
権
利
を
尊
重
し
な
い
裁
判
官
・
警
吏
の
更

正
を
要
求
す
る
。
さ
ら
に
思
想
・
言
論
の
自
由
を
掲
げ
、
治
安
警
察
法
の
撤
廃
、

新
聞
紙
法
の
打
破
を
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
国
費
節
減
を
求
め
て
い
る
。

（

１

１

）

こ
れ
ら
も
ま
た
、
『
第
三
帝
国
』
の
論
調
と
か
な
り
の
部
分
で
共
鳴
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
以
下
に
、
思
想
・
言
論
の
自
由
、
裁
判
制
度
へ
の
批
判
、
軍
備
縮
小

に
つ
い
て
、
孤
蝶
「
立
候
補
の
理
由
」
と
『
第
三
帝
国
』
の
主
張
を
、
順
次
対
比

し
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四

ま
ず
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
孤
蝶
自
身
も
重
視
し
て
い
た
思
想
・
言
論
の
自
由

に
つ
い
て
見
る
。『
第
三
帝
国
』
創
刊
号
に
は
、「
主
張
」
と
し
て
、
思
想
・
言
論

の
自
由
が
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
浮
田
和
民
は
、
「
言
論
の
自
由
な
き
日
本
」

− 33 −

馬場孤蝶・与謝野寛の衆議院選挙立候補と雑誌『第三帝国』



と
い
う
題
で
、「
然
る
に
日
本
に
於
て
は
、
立
憲
政
治
の
文
明
国
と
称
し
な
が
ら
、

事
実
は
野
蛮
国
の
如
く
、
言
論
印
行
の
自
由
を
束
縛
し
、
束
縛
さ
る
ゝ
こ
と
を
以

て
尋
常
茶
飯
事
と
な
し
て
ゐ
る
、
」
、
「
吾
国
の
言
論
の
抑
圧
束
縛
せ
ら
れ
て
ゐ
る

こ
と
は
実
に
久
し
い
、
今
に
於
て
之
を
改
め
ず
ん
ば
如
何
な
る
弊
害
の
起
る
も
計

り
知
れ
ぬ
、」
と
記
し
て
い
る
。

浮
田
和
民
は
、
か
つ
て
大
逆
事
件
の
処
刑
が
行
わ
れ
た
直
後
に
、
主
幹
を
つ
と

め
て
い
た
『
太
陽
』
に
「
社
会
主
義
及
び
無
政
府
主
義
に
対
す
る
憲
政
上
の
疑
義

（
一
）
、
（
二
）
」（
第
一
七
巻
四
、
六
号
、
明
四
四
・
三
・
一
、
五
・
一
）
を
発
表

し
、
政
府
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
の
中
に
も
大
逆
事
件
の
残
像
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（

１

２

）

話
を
戻
す
。
同
じ
く
創
刊
号
の
、
島
中
雄
三
「
言
論
の
自
由
と
独
立
思
想
」
に

次
の
文
章
が
あ
る
。

言
論
の
自
由
と
い
ふ
項
目
が
日
本
の
憲
法
に
編
入
さ
れ
て
居
る
の
は
、
蓋
し

惟
ん
み
る
ま
で
も
な
く
、
的
切
り
何
か
の
行
違
ひ
で
あ
つ
た
ら
う
と
僕
は
考

へ
る
。（
略
）
内
務
省
の
俗
吏
は
、
流
石
に
俗
吏
だ
け
に
能
く
気
が
付
い
て
、

憲
法
の
明
文
は
明
文
と
し
て
置
き
な
が
ら
、
事
実
に
於
て
遠
慮
会
釈
な
く
、

此
の
自
由
の
文
字
を
塗
抹
し
て
居
る
か
ら
感
心
な
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
思
想
・
言
論
の
自
由
の
要
求
は
、
『
第
三
帝
国
』
誌
上
、
重
要
な

問
題
と
し
て
訴
え
続
け
ら
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
挙
げ
る
。
第
一
〇
号
（
大
三
・
五

・
一
）
に
お
い
て
、
高
安
月
郊
は
、
「
我
に
思
想
の
自
由
を
与
へ
よ
（
大
隈
内
閣

に
望
む
）
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

僕
の
立
場
と
し
て
は
政
治
上
の
自
由
よ
り
も
何
よ
り
も
先
づ
思
想
の
上
の

自
由
を
与
へ
て
貰
ひ
度
い
。
一
体
思
想
と
い
ふ
も
の
は
自
由
な
も
の
で
あ
り

又
自
由
で
あ
る
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
思
想
は
絶
へ
ず
進
歩

発
展
す
る
も
の
で
あ
り
又
絶
へ
ず
進
歩
発
展
す
べ
き
筈
な
も
の
で
あ
る
。
此

れ
を
圧
迫
し
や
う
と
す
る
な
ど
は
実
に
愚
な
事
だ
。
愚
な
事
で
あ
る
許
り
で

な
く
、
出
来
な
い
事
だ
。

そ
れ
を
無
知
無
識
な
る
役
人
共
が
分
り
も
せ
ず
に
発
売
禁
止
な
ど
や
る
の

は
実
に
以
て
の
外
な
事
で
、
一
体
彼
等
が
そ
ん
な
事
を
す
る
権
利
が
あ
る
も

の
か
何
う
か
を
疑
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
（
略
）
一
体
政
府
と
い
ふ
も
の
は
そ
れ

程
非
常
な
権
利
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
ら
う
か
。

彼
も
、
政
府
の
文
学
や
思
想
へ
の
干
渉
、
発
売
禁
止
に
抵
抗
し
て
い
る
。

『
第
三
帝
国
』
自
体
も
ま
た
、
大
正
三
年
八
月
、
第
一
七
号
が
発
売
禁
止
と
な

る
。
そ
れ
は
、
大
杉
栄
の
文
章
を
掲
載
し
た
こ
と
が
主
な
理
由
だ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
石
田
友
治
は
、
こ
の
処
分
の
理
由
と
、
抗
議
を
、
『
第
三
帝
国
』
第
一
八

号
（
大
三
・
九
・
一
）
、「
本
誌
前
号
発
売
禁
止
の
理
由
に
就
て
」
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
大
杉
栄
「
欧
洲
の
大
乱
と
社
会
主
義
者
の
態
度
」
や
、
読
者
寄

稿
中
の
白
井
公
郎
「
増
師
と
生
活
」
の
一
文
な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
石
田
は
、
浮
田
和
民
の
「
英
米
で
は
よ
し
そ
れ
が
危
険
思
想
で
あ
つ
た
と

し
て
も
之
を
抑
圧
す
る
の
は
反
つ
て
危
険
で
、
之
を
漏
さ
せ
る
方
が
危
険
が
な
い

と
信
じ
ら
れ
て
居
る
。」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。

『
第
三
帝
国
』
第
二
〇
号
（
大
三
・
一
〇
・
五
）
に
は
、
そ
の
浮
田
和
民
が
「
思

想
言
論
の
自
由
開
放
」
を
掲
載
す
る
。

胸
中
に
抱
く
不
平
は
言
つ
て
し
ま
へ
ば
晴
れ
る
の
だ
が
、
之
を
危
険
思
想
だ

と
い
つ
て
発
表
さ
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
結
果
は
一
層
悪
い
。
ど
う
せ

口
で
言
へ
ぬ
か
ら
行
ひ
に
不
平
を
現
は
さ
う
と
か
ゝ
る
。
例
へ
ば
、
社
会
主

義
と
い
ふ
も
の
に
し
て
も
、
彼
等
の
い
ふ
と
こ
ろ
は
今
日
直
ち
に
実
現
す
る

こ
と
は
出
来
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
彼
等
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
半
面
は
確
か
に

傾
聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
危
険
思
想
の
名
の
下
に
圧
迫
を
加
ふ
べ
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き
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
強
化
さ
れ
て
い
く
発
禁
処
分
に
自
ら
も
苦
し
め
ら
れ
な
が

ら
、
『
第
三
帝
国
』
は
、
思
想
・
言
論
の
自
由
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た
態
度
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
は
「
立
候
補
の
理
由
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
意
に
因
つ
て
動
か
さ
る
ヽ
こ
と
を
厭
ひ
た
る
歴
代
の
政
府
は
、
人
民
の

思
想
の
自
由
を
ば
好
ま
無
か
つ
た
。
（
略
）
治
安
警
察
法
は
、
学
生
、
生
徒

及
び
女
子
に
は
、
政
談
を
聞
く
だ
け
の
権
利
を
さ
へ
奪
つ
て
居
る
。
（
略
）

斯
の
如
き
、
民
権
に
対
す
る
局
限
は
、
国
民
の
威
厳
の
上
よ
り
し
て
、
速
に

撤
廃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

民
権
の
勃
興
、
国
民
の
自
覚
を
恐
れ
た
る
歴
代
の
政
府
は
、
新
聞
紙
条
例

中
に
、
保
証
金
を
納
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
定
期
刊
行
物
中
に
於
て
時
事
を
記

載
す
る
こ
と
を
得
無
い
と
い
ふ
条
項
を
設
け
て
、
民
論
の
勃
興
を
妨
げ
て
居

る
。
（
略
）
予
等
は
、
言
論
の
自
由
に
対
す
る
此
の
障
壁
を
ば
打
破
し
無
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

国
民
の
内
的
生
活
と
は
、
何
等
の
交
渉
も
無
か
つ
た
歴
代
の
政
府
は
、
国

民
の
心
的
発
達
に
対
し
て
は
、
何
等
の
理
解
を
も
持
つ
て
居
無
い
。
彼
等
は
、

我
新
興
の
芸
術
が
、
国
民
の
思
想
の
発
展
と
如
何
な
る
関
係
に
な
つ
て
居
る

か
を
、
更
に
知
ら
ぬ
。
彼
等
は
、
七
八
十
年
以
前
の
人
の
如
き
頭
脳
を
以
つ

て
、
頑
冥
の
取
締
を
我
芸
術
の
上
に
加
へ
て
居
る
。
予
等
は
、
彼
等
の
無
理

解
な
る
所
謂
る
取
締
り
な
る
も
の
を
妨
げ
る
設
備
を
し
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

孤
蝶
も
や
は
り
、
思
想
・
言
論
の
自
由
を
主
張
し
、
治
安
警
察
法
の
撤
廃
、
新

聞
紙
法
の
撤
廃
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（

１

３

）

こ
の
点
に
お
い
て
、
孤
蝶
と
『
第
三
帝
国
』
は
強
く
結
び
つ
き
、
共
闘
す
る
関

係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

次
に
、
裁
判
官
、
警
察
官
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
も
、
孤
蝶
と
『
第
三
帝
国
』
に
は
一
致
す
る
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
第
三
帝
国
』
第
四
号
（
大
三
・
一
・
一
〇
）
「
人
権
伸
張
論
」
の
な
か
で
、

江
木
衷
は
「
日
本
に
人
権
な
し
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
ゝ
に
於
て
か
裁
判
官
の
自
由
裁
量
の
権
限
が
非
常
に
拡
大
せ
ら
れ
、
人
権

な
る
も
の
は
法
律
上
に
於
て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
に
な
つ
た

の
で
あ
る
、
（
略
）
新
刑
法
は
裁
判
官
の
自
由
に
罪
を
裁
量
し
得
る
範
囲
を

甚
し
く
拡
大
し
て
、
（
略
）
人
権
の
蹂
躙
せ
ら
れ
居
る
こ
と
実
に
甚
し
い
も

の
で
あ
る
、
否
人
権
の
蹂
躙
せ
ら
る
ヽ
に
あ
ら
ず
、
始
め
か
ら
日
本
に
は
人

権
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
る
か
、
人
民
は
全
く
意
志
の
な
き
も
の
と
な
り
、

何
で
も
官
僚
の
な
す
が
ま
ヽ
に
屈
従
し
、
人
々
皆
卑
屈
と
な
り
奴
隷
的
と
な

り
、
自
分
の
意
志
を
ど
こ
ま
で
も
貫
徹
す
る
と
云
ふ
が
如
き
元
気
と
実
行
力

が
無
く
な
つ
て
ゐ
る
、

江
木
は
、
裁
判
官
の
権
限
拡
大
に
よ
っ
て
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
と
、
憤
慨

し
て
い
る
。

江
木
は
、
大
逆
事
件
の
後
、
明
治
四
四
年
三
月
一
日
の
『
日
本
及
び
日
本
人
』

第
五
五
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
逆
事
件
と
南
北
朝
正
閏
問
題
」
「
江
木
衷
氏
曰

く
」
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
間
の
智
力
は
限
り
あ
る
も
の
だ
、
而
し
て
裁
判
官
も
亦
た
普
通
の
人
間
で

− 35 −

馬場孤蝶・与謝野寛の衆議院選挙立候補と雑誌『第三帝国』



あ
る
以
上
、
決
し
て
一
点
の
過
失
な
し
と
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
、
（
略
）
既
に
裁

判
の
判
決
が
あ
つ
た
以
上
は
、
最
早
兎
や
角
云
ふ
の
で
は
な
い
が
、
併
し
ア

レ
丈
け
の
判
決
文
で
は
、
果
し
て
真
正
の
事
実
を
認
定
し
得
た
も
の
で
あ
る

か
、
ド
ウ
で
あ
る
か
と
云
ふ
の
疑
問
は
何
人
の
頭
上
に
も
浮
ぶ
で
あ
ら
う
、

此
疑
問
は
当
然
歴
史
上
の
疑
問
、
即
ち
攻
究
事
項
と
し
て
後
世
に
遺
る
筈
で

あ
る
。
（
略
）
併
し
な
が
ら
這
回
の
大
逆
罪
は
我
国
有
史
以
来
未
曾
有
の
大

事
件
で
は
な
い
か
、国
民
が
ド
ウ
し
て
之
れ
を
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
、

若
し
之
れ
を
忘
れ
る
様
な
国
民
と
な
つ
た
時
は
、
即
ち
我
国
民
の
特
性
は
な

く
な
つ
た
時
で
あ
る
。
（
略
）
是
れ
は
必
ら
ず
歴
史
上
の
疑
問
と
し
て
後
世

に
遺
り
、
後
世
史
家
の
公
正
な
る
判
断
を
待
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ

こ
と
丈
け
を
今
日
は
云
つ
て
置
く
。

こ
の
よ
う
に
、
大
逆
事
件
直
後
に
そ
の
裁
判
に
疑
義
を
表
明
し
た
江
木
に
と
っ

て
、
先
の
論
も
ま
た
、
事
件
以
降
継
続
し
て
き
た
裁
判
制
度
へ
の
批
判
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

孤
蝶
も
裁
判
制
度
を
批
判
し
て
お
り
、
『
第
三
帝
国
』
に
は
、
そ
の
孤
蝶
に
賛

同
す
る
意
見
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
少
し
見
る
。

先
に
も
挙
げ
た
が
、
『
第
三
帝
国
』
第
三
一
号
（
大
四
・
二
・
五
）「
稀
れ
に
見

る
盛
会
」
に
は
、
「
馬
場
孤
蝶
氏
壇
に
立
て
ば
、
（
略
）
『
裁
判
に
関
す
る
感
想
』

を
述
べ
て
青
年
の
奮
起
を
促
が
し
た
。
内
容
空
虚
な
政
談
演
説
ば
か
り
き
ゝ
つ
け

た
僕
は
、
孤
蝶
氏
の
演
説
を
き
い
て
何
だ
か
夢
中
に
此
の
学
者
を
議
会
に
送
り
度

い
や
う
な
気
が
し
た
。
」
と
、
孤
蝶
へ
の
賛
同
が
書
か
れ
て
い
る
。

孤
蝶
が
、
当
時
裁
判
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
は
、
同
時

期
に
書
か
れ
た
評
論
か
ら
探
る
こ
と
が
出
来
る
。
『
第
三
帝
国
』
第
三
二
号
（
大

四
・
二
・
一
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
裁
判
と
人
権
」
で
、
孤
蝶
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

今
日
の
裁
判
は
全
く
ビ
ヂ
ネ
ス
ラ
イ
ク
で
あ
る
、
器
械
的
で
あ
る
。
そ
し
て

又
彼
等
裁
判
官
な
る
も
の
ゝ
心
行
き
に
も
甚
だ
感
服
の
出
来
な
い
点
が
あ

る
。
彼
等
は
罪
人
を
作
る
の
が
自
分
の
商
売
で
ゝ
も
あ
る
や
う
に
考
へ
て
居

る
。
（
略
）
彼
等
に
は
何
う
も
人
権
を
重
ん
ず
る
風
が
甚
だ
欠
け
て
居
る
。

彼
等
は
法
庭
に
立
つ
人
間
に
対
し
て
は
、
予
め
こ
れ
を
罪
人
に
し
て
了
つ
て

居
る
。
一
個
の
人
間
と
し
て
此
れ
を
見
て
居
な
い
。
（
略
）
何
事
に
就
い
て

も
官
吏
達
の
す
る
こ
と
を
よ
く
監
視
し
、
監
督
し
て
行
く
や
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
（
略
）
人
民
が
黙
つ
て
居
る
や
う
で
は
、
余
り
に
心
細
い
話

で
あ
る
と
思
ふ
。

さ
ら
に
孤
蝶
は
、「
現
今
の
裁
判
を
難
ず
（
評
論
）
」（
『
反
響
』
第
二
巻
二
号
、

大
四
・
二
・
一
）
で
も
、
刑
罰
の
目
的
の
一
つ
に
「
未
発
の
犯
罪
に
対
し
て
威
嚇

を
行
ふ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

人
権
と
い
ふ
問
題
、
公
正
と
い
ふ
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
模
倣
者
の
多
く
出

さ
う
な
傾
の
明
か
に
見
え
て
ゐ
る
犯
罪
の
場
合
な
ど
に
は
、
真
の
犯
人
を
探

し
て
手
間
取
つ
て
ゐ
る
よ
り
は
、
少
し
疑
は
し
い
位
の
被
告
人
を
そ
の
犯
罪

者
に
し
て
し
ま
つ
て
、
そ
れ
を
刑
罰
し
て
未
発
の
犯
罪
を
威
嚇
し
た
方
が
、

政
略
上
手
つ
取
り
早
い
方
法
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
は
ち
社
会
と
か

国
家
と
か
い
ふ
も
の
の
為
に
、
個
人
を
犠
牲
に
供
す
る
場
合
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
に
は
、
大
逆
事
件
裁
判
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
以

前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
孤
蝶
は
、
裁
判
の
あ
り
方
が
人
権
を
蹂
躙
し
て
い
る
こ

（

１

４

）

と
を
訴
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
第
三
帝
国
』
第
三
三
号
（
大
四
・
二
・
二
五
）
に
は
、
中
村
孤
月
が
「
文
芸

評
論
」
「
馬
場
孤
蝶
氏
の
『
現
今
の
裁
判
制
度
』
」
と
題
し
て
、
賛
意
を
表
明
し

（
マ
マ
）
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て
い
る
。反

響
の
馬
場
孤
蝶
氏
の
「
現
今
の
裁
判
制

度
を
難
ず
」
は
、
今
日
の
如

（
マ
マ
）

な
裁
判
制
度
は
甚
だ
不
完
全
な
も
の
で
、
被
告
の
生
活
な
ど
は
少
し
も
知
つ

て
居
な
い
警
察
官
と
か
裁
判
官
と
か
い
ふ
者
が
、
た
ゞ
又
聞
き
の
事
実
に
よ

つ
て
、
其
者
に
罪
が
有
る
か
無
い
か
を
定
め
る
の
は
如
何
に
危
険
で
あ
る
か

を
言
つ
て
居
る
。
（
略
）
今
日
の
裁
判
制
度
に
孤
蝶
氏
の
言
つ
た
如
な
危
険

の
多
い
こ
と
は
事
実
で
あ
ら
う
。

こ
の
よ
う
に
、
孤
蝶
の
裁
判
制
度
に
関
す
る
見
解
は
、
『
第
三
帝
国
』
誌
上
で

注
目
さ
れ
、
賛
同
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
裁
判
制
度
批
判
、
人
権
意
識
に
お
い
て
も
、
孤
蝶
と
『
第
三
帝
国
』

に
は
接
点
が
あ
る
。

孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

民
意
を
顧
み
無
か
つ
た
歴
代
の
政
府
の
治
罪
保
安
の
方
法
は
、
裁
判
官
は
勿

論
、
下
級
の
警
吏
に
ま
で
、
絶
対
の
権
力
を
与
へ
て
、
更
に
人
民
の
権
利
を

尊
重
し
て
居
ら
ぬ
。
彼
等
が
、
職
務
上
如
何
な
る
過
失
を
為
す
も
、
如
何
な

る
譎
詐
を
為
す
も
、
そ
れ
に
対
し
て
、
責
任
を
負
は
し
む
る
国
法
は
一
も
設

け
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
（
略
）
予
等
は
、
如
上
の
国
法
と
制
度
と
を
設
け
て
、

彼
等
治
罪
保
安
に
従
事
す
る
官
憲
の
精
神
を
ば
、
更
正
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
孤
蝶
の
立
候
補
は
『
第
三
帝
国
』
の
応
援
を
受
け
て
い

た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

六

次
に
、
軍
備
縮
小
、
二
個
師
団
増
設
反
対
、
国
費
節
減
な
ど
に
つ
い
て
見
る
。

『
第
三
帝
国
』
第
四
号
（
大
三
・
一
・
一
〇
）「
大
な
る
終
り
と
大
な
る
始
め
」

で
、
華
山
は
、
「
朝
鮮
を
取
つ
た
事
は
日
本
に
百
年
の
禍
根
を
残
し
た
も
の
と
思

ふ
て
ゐ
る
、」
と
し
、「
日
本
の
海
陸
軍
は
全
く
国
民
的
基
礎
の
上
に
立
つ
て
居
ら

ぬ
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
先
づ
二
箇
師
団
を
増
設
す
る
の
だ
と
い
ふ
が
、（
略
）

陸
軍
が
独
断
で
日
本
の
国
防
の
方
針
此
に
在
り
と
極
め
て
、
そ
し
て
真
向
か
ら
国

民
に
向
つ
て
必
要
な
金
を
出
せ
必
要
な
兵
士
を
出
せ
と
い
ふ
の
は
、
（
略
）
実
に

主
客
転
倒
の
至
り
で
は
な
い
か
、」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
若
し
国
民
が
大

陸
軍
を
以
て
其
生
活
の
必
要
条
件
と
認
め
な
か
つ
た
日
は
、
徴
兵
制
度
を
廃
し
て

志
願
兵
制
度
に
す
る
も
決
し
て
不
都
合
は
な
い
」
、「
我
等
が
多
年
唱
導
し
た
る
陸

軍
縮
少
、
若
し
く
は
徴
兵
制
度
廃
止
、
志
願
兵
制
度
採
用
が
実
現
さ
れ
る
、
こ
れ

が
私
の
所
謂
根
本
的
減
税
だ
。」
と
訴
え
て
い
る
。

華
山
は
、
「
陸
軍
縮
少
」
、
「
徴
兵
制
度
廃
止
、
志
願
兵
制
度
採
用
」
を
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
西
本
国
之
輔
は
、
「
兵
役
改
革
」
（
『
第
三
帝
国
』
第
一
六
号
、
大
三
・

八
・
一
）
で
、
「
吾
人
は
我
国
民
が
血
税
を
払
ひ
過
ぎ
て
ゐ
る
と
叫
ば
ざ
る
を
得

な
い
、
二
年
兵
役
は
長
過
ぎ
る
、
（
略
）
そ
こ
で
余
は
血
税
の
減
税
を
要
求
す
る

即
ち
現
役
を
一
年
に
せ
よ
と
い
ふ
の
だ
、
」
と
述
べ
て
、
「
血
税
の
軽
減
」
即
ち
兵

役
の
半
減
を
求
め
て
い
る
。

孤
蝶
が
立
候
補
を
表
明
す
る
頃
に
は
、
陸
軍
拡
張
の
た
め
の
二
個
師
団
増
設
が

大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
た
。
前
田
福
一
「
国
民
は
悉
く
増
師
に
反
対
な
り
」（
『
第

三
帝
国
』
第
二
五
号
、
大
三
・
一
一
・
二
五
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
隈
内
閣
は
陸
軍
拡
張
の
必
要
を
認
め
て
来
期
第
三
十
五
議
会
に
於
て
二

個
師
団
増
設
案
を
提
出
す
る
事
に
決
定
し
た
、
我
等
は
今
よ
り
し
て
、
大
い

に
反
対
の
叫
び
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
略
）
国
防
は
必
ず
財
力
を
要
す
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る
、
日
本
が
陸
軍
を
拡
張
し
海
軍
を
拡
張
し
尚
鉄
道
、
港
湾
、
河
川
を
皆
立

派
な
も
の
に
す
る
事
に
就
て
誰
し
も
異
議
を
い
ふ
も
の
は
な
い
が
然
し
な
が

ら
日
本
は
勿
論
そ
ん
な
に
財
産
家
で
は
な
い
。

彼
は
、
財
政
面
か
ら
、
二
個
師
団
増
設
に
反
対
し
て
い
る
。

孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

何
れ
の
国
に
於
て
も
、
兵
備
の
過
大
は
、
好
戦
の
欲
望
を
促
進
し
、
往
々
、

為
政
者
を
し
て
、
帝
国
主
義
の
空
想
に
酔
は
し
め
、
無
名
の
師
を
興
さ
し
む

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
民
意
に
基
づ
か
ざ
る
政
府
を
有
す
る
国
に
於
て
は
、

こ
の
危
険
は
、
殊
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

故
に
、
予
等
は
、
陸
軍
軍
備
の
縮
小
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
兵
役
年
限

の
短
縮
を
為
し
て
、
血
税
の
負
担
を
軽
か
ら
し
む
る
こ
と
を
期
さ
無
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

況
や
、
現
下
の
懸
案
た
る
二
個
師
団
増
加
の
問
題
の
如
き
は
、
予
等
に
取

つ
て
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
ぬ
。
（
略
）
こ
れ
唯
国
財
の
空
費
に
過
ぎ
無
い

事
柄
で
あ
る
。

海
外
の
大
国
と
兵
備
の
増
大
を
競
は
ん
に
は
、
殆
ど
底
止
す
る
と
こ
ろ
は

無
い
訳
で
あ
る
。
（
略
）
予
等
は
、
増
師
の
問
題
に
対
し
て
は
絶
対
に
反
対

で
あ
る
。

孤
蝶
も
ま
た
、
「
軍
備
の
縮
小
」
、
「
兵
役
年
限
の
短
縮
」
に
よ
る
「
血
税
」
の

軽
減
、
二
個
師
団
増
設
の
反
対
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
も
、
孤
蝶
と
『
第
三
帝
国
』
の
接
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

大
正
四
年
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
た
馬
場
孤
蝶
を
支

え
て
い
た
の
は
、『
反
響
』
の
グ
ル
ー
プ
、『
現
代
文
集
』
に
寄
稿
し
た
作
家
た
ち
、

社
会
主
義
者
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
に
集
っ
た
人
々
も
ま
た
、

孤
蝶
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

孤
蝶
と
『
第
三
帝
国
』
は
、
個
人
の
尊
重
、
選
挙
権
拡
大
、
思
想
・
言
論
の
自

由
、
軍
備
縮
小
と
兵
役
短
縮
、
二
個
師
団
増
設
反
対
な
ど
、
多
く
の
点
で
接
点
を

持
っ
て
い
る
。

特
に
思
想
・
言
論
の
自
由
は
、
孤
蝶
と
、
そ
の
立
候
補
を
支
持
し
た
人
々
に
と

っ
て
、
大
逆
事
件
以
降
、
検
閲
や
発
禁
処
分
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
抜
き

差
し
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
っ
た
。

『
第
三
帝
国
』
は
民
本
主
義
の
先
駆
け
で
あ
り
、
孤
蝶
の
立
候
補
は
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。
だ
が
そ
の

奥
底
に
は
、
大
逆
事
件
へ
の
痛
切
な
抵
抗
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
が
立
候
補
す
る
動
機
の
根
底
に
、
大
逆
事
件
へ
の
衝
撃
が
あ
っ
た
こ
と
を

以
前
述
べ
た
。
本
論
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
加
え
た
い
。
孤
蝶
を
推
し

た
堺
利
彦
は
幸
徳
秋
水
の
盟
友
で
あ
っ
た
し
、
安
成
貞
雄
も
管
野
ス
ガ
の
遺
体
を

引
き
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
第
三
帝
国
』
を
創
刊
し
た
茅
原
華
山
も
秋
水
と

漢
詩
仲
間
と
し
て
親
密
で
あ
っ
た
。
『
第
三
帝
国
』
で
思
想
・
言
論
の
自
由
を
主

張
し
続
け
た
浮
田
和
民
は
、
大
逆
事
件
の
処
刑
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
『
太
陽
』

に
事
件
を
批
判
す
る
評
論
を
掲
載
し
て
い
る
。
『
第
三
帝
国
』
に
裁
判
制
度
批
判

を
掲
載
し
た
江
木
衷
も
、
事
件
後
『
日
本
及
び
日
本
人
』
に
大
逆
事
件
裁
判
へ
の

批
判
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

江
木
は
先
に
挙
げ
た
文
章
の
中
で
、
事
件
に
つ
い
て
、
「
国
民
が
ド
ウ
し
て
之

れ
を
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
、
若
し
之
れ
を
忘
れ
る
様
な
国
民
と
な
つ
た
時
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は
、
即
ち
我
国
民
の
特
性
は
な
く
な
つ
た
時
で
あ
る
。
」
、
「
是
れ
は
必
ら
ず
歴
史

上
の
疑
問
と
し
て
後
世
に
遺
り
、
後
世
史
家
の
公
正
な
る
判
断
を
待
つ
べ
き
も
の

で
あ
る
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
事
件
を
忘
れ

ら
れ
な
か
っ
た
人
々
が
、
事
件
の
残
照
の
な
か
で
、
大
正
の
は
じ
め
に
、
個
人
の

尊
厳
、
選
挙
権
拡
大
、
思
想
・
言
論
の
自
由
、
裁
判
制
度
の
公
正
、
軍
備
の
縮
小

な
ど
を
求
め
て
闘
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

選
挙
の
結
果
は
、
孤
蝶
、
寛
、
華
山
、
全
て
落
選
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
華
山
落

選
後
『
第
三
帝
国
』
は
、
主
張
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
や
が
て
茅
原
華
山
派
と
石

田
友
治
派
と
に
分
裂
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
孤
蝶
と
寛
の
立
候
補
は
、
文
壇
の
「
殆
ど
」
と
も
い
え
る
作
家
た
ち
、

『
第
三
帝
国
』
に
加
わ
っ
て
い
た
思
想
界
の
人
々
、
社
会
主
義
者
た
ち
、
と
い
っ

た
大
勢
の
人
々
の
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
願
い
が
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大

逆
事
件
と
そ
れ
以
降
の
状
況
に
対
す
る
闘
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
「
晶
子
と
寛
、
大
逆
事
件
の
深
き
傷
跡
―
〈
新
資
料
〉
沖
野
岩
三
郎
宛
、
晶
子
紀

州
旅
行
の
礼
状
―
」（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
七
集
、
二
〇
〇
七
・
一
一
）
、「
馬

場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議
院
選
挙
立
候
補
―
大
逆
事
件
へ
の
文
壇

の
抵
抗
―
」
（
『
近
代
文
学
試
論
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）

（
２
）
野
依
秀
一
「
『
現
代
文
集
』
の
発
行
に
就
い
て
」
（
『
現
代
文
集
』
大
四
・
三
、
実

業
之
世
界
社
）
に
「
原
稿
が
集
ま
つ
た
の
を
見
る
と
、
文
壇
の
名
家
八
十
氏
の

作
品
が
揃
つ
て
居
る
。
安
成
君
や
和
気
君
に
聞
く
と
、
今
度
の
様
な
企
て
に
対

し
て
文
壇
の
殆
ど
全
部
が
賛
同
し
た
の
は
、
空
前
で
あ
る
と
云
ふ
。
」
と
あ
る
。

（
３
）『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
二
〇
〇
一
・
六
、
岩
波
現
代
文
庫
）

（
４
）
大
杉
栄
「
茅
原
華
山
論
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
五
年
一
二
月
号
）
に
、「
雑
誌

『
第
三
帝
国
』
は
民
主
々
義
で
打
つ
て
出
た
。
そ
れ
に
多
少
の
社
会
主
義
的
色

彩
す
ら
混
え
ら
れ
て
ゐ
た
。
帝
国
主
義
と
軍
国
主
義
と
の
横
暴
に
反
動
し
て
、

又
諸
種
の
抽
象
的
新
思
想
の
勃
興
と
政
治
的
及
び
社
会
的
の
出
来
事
と
に
刺
戟

さ
れ
て
、
何
等
か
の
具
体
化
さ
れ
た
新
思
想
を
渇
望
し
て
ゐ
た
青
年
等
は
、
争

つ
て
此
の
い
か
に
も
元
気
の
よ
さ
さ
う
な
『
第
三
帝
国
』
に
投
じ
た
。
『
第
三
帝

国
』
の
門
出
の
景
気
の
よ
さ
は
、
あ
の
種
類
の
雑
誌
と
し
て
は
、
実
に
十
数
年

前
の
幸
徳
と
堺
と
の
『
平
民
新
聞
』
以
来
の
事
で
あ
つ
た
。（
略
）『
第
三
帝
国
』

は
、
新
し
い
意
味
で
の
自
由
民
権
の
、
寺
子
屋
程
の
役
目
は
勤
め
た
。
」
と
あ
る
。

（
５
）
松
尾
尊
兊
、
注
３
に
同
。

（
６
）『
読
売
新
聞
』
（
大
四
・
一
・
三
）
「
変
わ
っ
た
候
補
者
（
一
）」
に
孤
蝶
が
、
翌

日
「
変
わ
っ
た
候
補
者
（
二
）」
に
尾
竹
竹
坡
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
同
記
事
後
半
に
は
、
内
田
魯
庵
の
好
意
的
な
意
見
が
載
せ
ら
れ
、
賛
否
併
記
さ

れ
て
い
る
。

（
８
）
新
聞
紙
法
第
一
二
条
に
「
時
事
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
掲
載
ス
ル
新
聞
紙
ハ
管
轄
地

方
官
庁
ニ
保
証
ト
シ
テ
左
ノ
金
額
ヲ
納
ム
ル
ニ
非
レ
ハ
之
ヲ
発
行
ス
ル
事
ヲ
得

ス
」
と
あ
る
。

（
９
）『
民
本
主
義
の
論
客

茅
原
華
山
伝
』（
二
〇
〇
二
・
一
二
、
不
二
出
版
）

（

）「
西
多
摩
に
遊
ぶ
」（
『
内
観
』
第
一
三
二
号
、
一
九
三
一
・
三
）

10
（

）
孤
蝶
は
新
聞
紙
条
例
と
呼
ん
で
い
る
が
、
明
治
四
二
年
に
新
聞
紙
法
が
制
定
さ

11

れ
廃
止
と
な
っ
た
。

（

）
浮
田
は
、「
不
幸
に
し
て
従
来
社
会
主
義
に
対
す
る
政
府
の
取
締
り
は
常
規
を
逸

12

し
立
憲
国
に
於
て
有
る
ま
じ
き
迫
害
の
行
為
に
渉
り
、
（
略
）
遂
に
今
回
の
大
逆

事
件
を
惹
起
し
た
次
第
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
他
人
の
権
利
自
由
は
我

が
権
利
自
由
で
あ
る
か
ら
立
憲
国
民
た
ら
ん
者
は
相
互
に
各
自
の
権
利
自
由
を

擁
護
し
、
又
政
府
も
憲
法
上
の
権
限
を
守
り
人
民
の
権
利
自
由
を
尊
重
し
之
を

保
護
す
る
の
義
務
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

（

）
与
謝
野
寛
の
「
与
謝
野
鉄
幹
氏
の
宣
言
」
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
付
録
』
大
四

13

・
三
・
九
）
に
も
、
「
（
一
）
憲
法
に
由
て
得
た
る
全
日
本
人
の
自
由
を
実
現
す

る
為
に
、
出
版
法
条
例
、
新
聞
紙
条
例
、
政
社
法
、
治
安
警
察
法
等
の
改
廃
を

実
行
す
る
こ
と
。」
と
あ
る
。

（

）「
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議
院
選
挙
立
候
補
」
注
１
に
同
。

14

（
つ
か
も
と

あ
き
こ
、
甲
南
大
学
文
学
部
教
授
）
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